	開催セミナー

	第74回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2019年3月17日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市総合生涯学習センター　メディア研修室
大阪駅前第2ビル5階

	講　演　者

	　　フレッシュファーム代表　奥本幸正氏　　　（株）サンクスビギング　久保田寛氏　　　

	タイトル
	中高年からの農業チャレンジを学ぼう

	内容
	奥本幸正氏
フレッシュファーム代表。兵庫県赤穂郡で、果樹・お米・野菜を栽培。中でもドクダミを大規模に栽培し加工品の開発を行っておられます。兵庫県農業普及指導員を定年退職後本格的に農業を始め、その経験から、定年退職者の地方移住を促し地域の活性化を計画しておられます。都会の定年退職者の方が農業を始めれば健康になるというのが大きなうたい文句のように思いました。
この中で一番問題になるのが近所付き合いですが、これは高台の住宅地に住むことで解消できるようです。ただ、新しいことを始めることに賛同する人はいないようです。その点は解消していかないといけないようです。そこで、町に刺激を与えるためにベトナムの大学生をインターンで雇う計画もあるということです。また、職のない若者を集めてＩＴ教育をする計画も役所から予算が下りて今年から実施するということでした。来週は関西ラジオにも出演されるということなど多方面で活躍されています。新規就農者の移住はウエルカムということでした。
久保田寛氏
（株）サンクスギビング代表取締役社長。農業生産法人（株）ゴマちゃんファーム取締役部長。大阪府富田林市と河南町でバジル､パクチー（砂栽培）青梗菜、ほうれん草、あじまるみだいこん等（ビニールハウス）を栽培。元商社マンで、50歳で就農されました。海外駐在経験もあり、独自の視点で農業をとらえておられます。儲けることをベースに都市型農業を構築されています。スーパーと取引するために農業法人化、きれいなホームページの作成、ゴマちゃんブランドの確立など都市型農業で必要なことを実施されてきています。一番肝心なのはスーパーとの交渉やスーパーでの立ち売りですが、商社マンの経験を生かしてどんどん実施されています。そして、すでに黒字化されています。いまでも農作業９、外部の活動１という割合で活動されており、健康的です。沖縄など外部にも出張されますが、商社マンの経験を生かし短い時間で回っているということでした。バジルも市場調査から始められており、冬に大阪で栽培できないので沖縄の農家と提携して解決したということでした。商社マン時代の海外経験が生かされており、海外事情にも詳しく、次はアボカドにも挑戦されるということでした。次は健康関連に進出するようです。新規就農者の支援もしていくということでした。
その関連もあり、兵庫県養父での会議にもすでに出席されております。
2020年に兵庫県養父市で農業塾開校予定で、多彩に活動されています。
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